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激
動
の
石
岡
昭
和
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な

い
出
来
事
に
、
昭
和
４
年
３
月
14
日
に
発
生
し

た
「
石
岡
の
大
火
」
が
あ
り
ま
す
。
中
町
の
一
角

を
火
元
に
し
た
火
事
は
瞬
く
間
に
燃
え
広
が
り
、

１
７
０
０
棟
以
上
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
大
火
で
焼
け
野
原
と
な
っ
た
町
は
、
復
興
の

過
程
で
伝
統
的
な
商
家
建
築
と
斬
新
な
看
板
建
築

が
混
在
し
、
現
在
ま
で
残
る
特
徴
的
な
町
並
み
を

造
り
出
し
ま
し
た
。

　
石
岡
の
大
火
の
報
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
全
国
に
広
が
り
、
情
報
を
手
に
し
た
人
々
は
支

援
に
動
き
ま
し
た
。
そ
の
記
録
と
し
て
、
当
時
の

寄
付
芳
名
帳
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
芳
名
帳

を
読
む
と
、
北
海
道
や
京
都
府
、
満
州
や
朝
鮮
ま

で
広
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
石
岡
の

大
火
が
社
会
に
与
え
た
衝
撃
が
大
き
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
全
国
か
ら
差
し
伸
べ
ら
れ
た
支

援
で
復
興
し
た
石
岡
は
、
後
に
磯
原
町
や
大
津
町

（
い
ず
れ
も
現
在
の
北
茨
城
市
）
な
ど
で
火
災
が

発
生
し
た
際
に
恩
返
し
と
し
て
支
援
金
を
送
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
こ
う
し
た
助
け
合
い
の

精
神
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
石
岡
の
昭
和
史
を
紹
介

す
る
企
画
展
を
開
催
中
で
す
。
石
岡
の
大
火
に
関

す
る
資
料
も
展
示
中
な
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
第
41
回
企
画
展
「
昭
和
百
年
」

期
間
／
10
月
5
日
日
ま
で

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

シリーズ 237 

　「石岡の大火の記録」
問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1455）

【８月の休館日】
４日月・11日月祝・12日火・18日月・25日月
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

夏休み、あの名作を図書館で観よう！
日時 / ８月 23 日土　
　　　午後 2 時から（約２時間上映）
　　　午後 1 時 30 分開場
会場 / 中央図書館 3 階読書室
対象 / 児童・生徒
定員 / 60 人
※参加無料 ･ 申込不要・当日先着順

♦８月のおはなし会
【こども図書館本の森】
  2 日土　おはなし玉手箱（午前 10 時～）
14日木　ひよこのおはなかい（午前 10 時 30 分～）
16 日土　むかしむかしのおはなし会（午前 10 時～）

【郷の本棚やさと図書館】
  9 日土　おはなしフレンズ（午後２時 30 分～）

石岡市出身の落語家、立川志のぽんさんが、石岡
の図書館にやってくる！
落語会・質問コーナーなど盛りだくさん★
日時 / ８月 24 日日 
          午後 2 時から（約 1 時間 30 分）
　       午後１時 30 分開場
会場 / 中央図書館３階読書室
定員 / 60 人
申込 / 8 月１日金午前９時から
   　中央図書館へ電話または
　   電子申請にて（先着順）
  ※参加無料・プラチナポイント対象事業  

志のぽんの恩返し「立川志のぽん落語会」

昭和４年３月大火災金品寄贈芳名録

  

こども映画会「鬼滅の刃　無限列車編」
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ア
マ
ガ
エ
ル
迷ま

よ

い
込こ

ん
だ
な
部へ

屋や

の
中な

か

思
い
出
は
遠
く
に
あ
り
て
思
う
も
の
手
に
は
届
か
ぬ
大
空
見
上
ぐ

投
稿
作
品

桜
終
れ
ば　
緑
の
季
節　
頬
を
撫
で
て
く　
若
葉
風

初
夏
に
風
鈴　
軒
下
飾
り　
揺
れ
て
可
愛
い
い　
良
い
音
色

娘
土
産
の　
風
鈴
眺
め　
音
色
楽
し
む　
酔
い
心
地

歩
く
花お

い
ら
ん魁　

八
の
字
描
く　
禿か

む
ろ

ひ
き
連
れ　
揚
屋
ま
で

掘
れ
ば
鈴
な
り　
新
じ
ゃ
が
家
族　
初
夏
の
恵
み
に　
舌
つ
づ
み

過
疎
の
村
に
も　
意
気
込
み
あ
っ
て　
五
月
分
校　
鯉
の
ぼ
り

願
う
豊
作　
田
の
神
様
に　
感
謝
伝
え
て　
食
べ
る
飯

孫
の
木
琴　
「
猫
ふ
ん
じ
ゃ
っ
た
」　
音
符
に
な
い
音　
初
夏
の
風

石
岡
俚
謡
会

あ
あ
怖
い
妻
が
待
っ
て
る
朝
帰
り

宇
宙
で
は
ゴ
ミ
も
輝
く
星
に
な
る

よ
か
っ
た
ね
と
微
笑
む
母
は
胸
の
中

グ
ル
メ
好
き
後
で
後
悔
腹
回
り

い
し
お
か
川
柳
会

無む

い為
と
い
ふ
幸
せ
も
あ
り
梅つ

ゆ雨
籠こ

も

も
り

つ
く
ば
路
の
多
彩
な
青
葉
小こ

糠ぬ
か

雨あ
め

け
た
た
ま
し
雉き

じ子
韋い

駄だ

天て
ん

の
麦
の
秋

父
の
日
は
夫
を
偲
ぶ
ひ
と
日
な
り

や
さ
と
俳
句
会

新
婚
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー

天
職
は
農
婦
と
応
へ
蝸か

た
つ
む
り牛

雨
上
り
生
気
み
な
ぎ
る
茄
子
の
紺

十
薬
の
白
い
十
字
架
木
下
闇

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

羽
生　
好
之
（
三
村
）

鈴
木　
君
江
（
山
崎
）

見
明　
節
子
（
若
宮
）

秋
野　
も
み
じ
（
南
台
）

暁　
夢
華
（
総
社
）

醍
醐　
正
夫
（
東
大
橋
）

坂
下　
蜻
蛉
（
国
府
）

若
色　
茂
（
山
崎
）

香
倶
耶
姫
（
南
台
）

石
塚　
芳
華
（
石
岡
）

助
川　
浩
史
（
府
中
）

小
川
野　
蛙
（
府
中
）

桜
井　
紀
美
子
（
青
田
）

小
林　
凪
（
総
社
）

越
智　
旅
舟
（
太
田
）

野
村　
京
子
（
柿
岡
）

吉
田　
進
（
柿
岡
）

羽
生　
俊
（
柴
内
）

若
色　
茂
（
山
崎
）

森　
ま
さ
え
（
東
光
台
）

田
端　
俊
行
（
三
村
）

岡
野　
は
つ
子
（
小
幡
）

スポーツ協会だより
第21回

「空手道部」
   空手道は、14 世紀末に中国の「拳法」   空手道は、14 世紀末に中国の「拳法」
を源流とした武術が沖縄に渡り、これに沖を源流とした武術が沖縄に渡り、これに沖
縄の伝統的、日本（沖縄）国有の武術とし縄の伝統的、日本（沖縄）国有の武術とし
て発展したものです。相手の動きを想定して発展したものです。相手の動きを想定し
基本動作と高度な技能を組み合わせて構成基本動作と高度な技能を組み合わせて構成
された「形（形競技）」と相対する二人がされた「形（形競技）」と相対する二人が
相手の動きに応じてお互いに自由に攻め合相手の動きに応じてお互いに自由に攻め合
い、攻防の技能を競い合う「組手（組手競い、攻防の技能を競い合う「組手（組手競
技）」があります。技）」があります。
  石岡市空手道連盟は石岡市の 5 団体の空  石岡市空手道連盟は石岡市の 5 団体の空
手道場天心会館、木鶏会、空手協会石岡支手道場天心会館、木鶏会、空手協会石岡支
部、空手協会英心会、石岡壮空会が集まっ部、空手協会英心会、石岡壮空会が集まっ
て出来た団体です。12 月の親善武道大会、て出来た団体です。12 月の親善武道大会、
2 月の石岡市長杯と年に 2 回の大会を開催2 月の石岡市長杯と年に 2 回の大会を開催

しています。幼児から一般の選手が参加し、しています。幼児から一般の選手が参加し、
日々の稽古の成果を発揮しております日々の稽古の成果を発揮しております
問問 石岡市空手道連盟事務局（渡辺） 石岡市空手道連盟事務局（渡辺）
　℡　℡ 090-1048-0953090-1048-0953


